
高
橋
・
望
月
・
町
田
・
上
田
の
四
先
生
が
平
成
十
一
年
三
月
末
日
を
以
て
、
四
十
年
に
わ
た
る
本
学
で
の
研
究
・

教
育
活
動
に
終
止
符
を
打
っ
て
、
こ
の
度
お
元
気
で
め
で
た
く
停
年
退
職
さ
れ
た
。
ま
こ
と
に
御
苦
労
様
で
し
た
。

こ
の
記
念
号
は
四
先
生
の
平
成
十
一
年
一
月
下
旬
の
最
終
講
義
の
特
輯
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
お
言
葉
の
中
に
は

学
問
の
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
退
職
に
あ
た
っ
て
の
哀
愁
が
行
間
に
に
じ
み
出
て
い
る
と
思
う
。

四
先
生
は
平
成
十
二
年
一
月
十
二
日
の
教
授
会
、
二
月
四
日
の
理
事
会
に
お
い
て
お
揃
い
で
名
誉
教
授
の
称
号
を

授
与
さ
れ
、
三
月
の
卒
業
式
の
日
に
伝
達
式
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
宮
崎
学
長
が
平
成
八
年
に
名
誉

教
授
に
な
ら
れ
て
以
来
の
慶
事
で
あ
る
。

私
も
平
成
九
年
三
月
に
停
年
退
職
を
経
験
し
た
一
人
だ
が
、
退
職
は
覚
悟
の
上
と
は
い
う
も
の
の
、
矢
張
一
抹
の

淋
し
さ
が
あ
る
。
今
ま
で
と
は
違
っ
た
世
界
に
入
り
こ
ん
だ
よ
う
な
不
安
が
あ
る
。
し
か
し
考
え
て
み
れ
ば
、
こ
れ

か
ら
第
二
の
人
生
が
始
ま
る
。
ど
う
か
四
先
生
、
大
い
に
行
学
二
道
に
は
げ
み
給
う
て
等
身
大
の
大
作
を
刊
行
さ
れ
、

人
生
の
大
満
悦
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
御
達
者
で
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

巻
頭
言

淺
井
圓
道


